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Sex determination depending on X-chromosome dosage in Drosophila germline
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 ⽣殖系列(配偶⼦を⽣み出す細胞の系譜）の性決定機構の仕組みはほとんど明らかになっていません。⽣殖発⽣⽣物学研究室
ではこれまでに、ショウジョウバエのオス(XY)始原⽣殖細胞(⽣殖系列の基になる細胞)において、X染⾊体上の遺伝⼦の発現を
メス(XX)と等しくする遺伝⼦量補償が⽋如しており、X染⾊体上の遺伝⼦の発現が、XY型始原⽣殖細胞に⽐べXX型始原⽣殖細
胞で⼆倍⾼いことを明らかにしています。本発表では、XY型始原⽣殖細胞における遺伝⼦量補償の⽋如により⽣み出される、
XX型とXY型の始原⽣殖細胞におけるX染⾊体上の遺伝⼦の発現性差により、⽣殖系列の性が決まることを⽰唆する結果について
報告を⾏いました。
 本研究は、科学研究費補助⾦(18K14739および20H03287と、24247011, 25114002および18H05552の⼀部)および筑波
⼤学TARAプロジェクトの⽀援を受けて⾏ったものであり、筑波⼤学との共同研究により⾏われました。
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